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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

■■■ 例会プログラム ■■■  

例 会 日 卓 話 者 演 題 

8 月 2 日 島根ワイナリー 18：30～ ５ＲＣ合同例会 

8 月 10 日 ガバナー補佐  岩永邦夫 様  

8 月 17 日  休 会  

8 月 24 日 
第2690 地区ガバナー  

池上 正 様  18：30～ 

ガバナー公式訪問  

大社ＲＣ・平田ＲＣ合同例会

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

42 27 15 (4)  71.05 % ―  % 

■■■ 欠席者 ■■■  

原孝／原泰／飯塚詔／飯塚俊／石原俊／石原輝／板垣／持田稔 

園山／杉原／山口／（山根／牧野／遠藤／田中久）  

■■■ 来訪者 ■■■   

 な し 

■■■ メークアップ ■■■  

 7/31 飯塚詔（出雲中央） 
************************************************************ 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（8 月 24 日） 板垣文江／伊藤義徳／釜屋治男 

（8 月 31 日） 日野寿明／加藤 昇／清原正幸 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 出雲中央   松江南 8/14  8/28   

火 出雲 8/2  8/15(－)  松江しんじ湖   

水 大社  松江 8/16  8/30  

木 (－) ； ビジター受付 なし 松江東 8/10(－)  8/31  9/21(－)  

金 出雲南     

■■■ 会長挨拶 ■■■   

大社RC 会長  小 川 美 樹 様 

皆様こんばんは。 連日連夜、

「猛暑日」とは行かないまでも

「真夏日」が続いております。気

象庁の予報では、8 月は西日本

の日本海側は例年より熱く、9月

は全国的に残暑が厳しいようで

ございます。そんな夏真っ盛りの

大変暑い中、「第 4 グループ、5

クラブ合同例会」にお運び頂き誠にありがとうございます。 高い所からではご

ざいますが暑中お見舞い申し上げます。 

今年は第 20 回と云う記念すべき年度に当たり、当大社 RC より「岩永邦

夫ガバナー補佐」、並びに「加藤幹夫グループ幹事」を擁立させていただいて

おります。そして本日の登録者数は188名と我々の想像をはるかに超える会

員の皆様方のご協力を賜りました。 重ねまして厚く御礼申し上げます。 

さて、先月の中旬に 2017－18 年度の「5 クラブ会長幹事会」を開催させて

いただきました。その際オブザーブ参加いただきました古瀬倶之（ふるせともゆ

き）G ノミニーに「5 クラブ合同例会がスタートした由来」を教えて頂きました。 

お話によりますと、第4グループでは会長になった際、それぞれが他の４クラブ

へ挨拶周りで例会に参加する慣わしがあり、それが以外に大変な作業であ

ったそうです。 そこで、早い時期に一同に会する場を設ければ一回で事が

済み、その方が合理的ではないか？ と云う事で始まったのが「5 クラブ合同

例会」の由来であります。 私の認識では他のグループにはない、第4グルー

プ特有のものであるように記憶しております。ご本人曰く、非常に動機が不

純であるが故に、会長幹事の皆さんが一生懸命準備をされている姿を見る

と、発起人の 1 人として大変面映い気がします。といった旨のお話をされ、思

わず一同笑いが起こりました。古瀬ガバナーノミニーはあえて謙虚におっしゃ

られたのだと思いますが、私は、動機はともあれ、今日までの 20 年間脈々と

受け継がれている事に大きな“意味と価値”があると思いました。 

現在の我々第 4 グループの仲間意識や結束力が高いのはこういった絆を大

切にする伝統や風土が培われてきているからだと改めて気付かせていただき

ました。 

さて、今期のイアン・ライズリーＲＩ会長の取り組みの中に2018年4月22日

の「アースデイ」までにロータリアン最低1 人1 本の植樹を提言されております。 

そして、第2690 地区の池上ガバナーも是非ともこの提言を実現したいと願っ

ておらます。それを受けまして我々は 6 月に緊急で「5 クラブ会長幹事会」を

開催し、今日までその実現に向け鋭意準備を進めてまいりました。 その結

果、来年 2018 年の 4 月 8 日（日）、所は出雲文化伝承館にて「５クラブ合

同の植樹事業」の実施が決定いたしました。 本来、合同事業などと云うも

のは中々足並みが揃い難いものでございますが、今回比較的にスムーズに

実現の運びになりましたのは、先ほど申しました通り、諸先輩方の培ってこら

れたました第4グループ特有の伝統と風土のお陰であると感謝しております。 

会員の皆様方におかれましては、詳細が決定し次第ご案内させていただき

ますので、是非とも沢山のご参加とお力添えを賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 

さて、本日の合同例会、懇親会の開催に当たり、当クラブは若手の会員を

中心に全員で準備をして参りました。何分素人の集まりであり至らない点が

多々あろうかと存じますが、その点は皆様のご寛容な心でご容赦いただけれ

ば幸いに存じます。 

最後になりますが、本日の行事が実り多きものとなり、第４グループの絆が

益々深まります事を祈念いたしまして、そして、各クラブの会員の皆様の今

期一年間のご活躍を祈念申し上げましてホストクラブの会長挨拶とさせてい

ただきます。  本日はよろしくお願いします。 ありがとうございました。 

 

第２６９０地区  ガバナー補佐  岩 永 邦 夫 様 

皆さんこんばん

は。先ほど紹

介いただきまし

た本年度第 4

グループガバナ

ー補佐を担当

させていただい

ております岩永

です。今夜の 5

クラブ合同例会は、大社ロータリークラブがホストということで、大変暑い中ま

たご多用の中、たくさんの方々に大社の地にお集まりいただき、ありがとうござ

います。 

新しい年度が始まり早 1 ヵ月が過ぎ、この間、出雲南ロータリークラブへご訪

問させていただき、大変なご歓待をいただき、また有意義なクラブ協議会が

 



できたかどうかは分かりませんが、ひとまず安心したようなわけです。 

 この後、6 日の日曜日にはガバナー補佐会が倉敷であり、また盆前の大変

な多忙なときでもありますが、8 日出雲クラブ、9 日大社クラブ、10 日平田ク

ラブと立て続けにクラブ協議会があります。9 月には出雲中央クラブへの訪問

を予定いたしております。各クラブの会長幹事様には何かとお世話をかけま

すが、よろしくお願いいたします。 

 さる7月8日、第3ゾーン戦略推進計画セミナーに出席し、各地区ガバナ

ーから各ロータリークラブの現状報告があり、どこのクラブも大変厳しい状況

にありますが、各地区とも変革を意識しながら取り組んでいらっしゃいます。 

私も補佐幹事を3回受けてまいりましたが、分区代理幹事を受けた20年前

の時代とは大きく変わりました。特に IT 化のスピードが速く、連絡はメールで、

ロータリーの活動報告も MY ROTARY のクラブセントラルを使用します。なか

なかシニアには追い付けませんが、時代は IT の世の中に入ったと認識してお

ります。私も偉そうにお話しておりますが、IT 関係は全くだめでございます。 

こういうことで何はともあれ今夜は 1 年に 1 回の合同例会です。同じロータリ

ー仲間として懇親を深められ、楽しい例会になれば嬉しいです。今夜はあり

がとうございます。 

 

第２６９０地区 ガバナー 池上 正 様より メッセージ 

Join Leaders, Exchange Ideas、Take Action 

 これは去る 1 月米国サンディゴで開催されました国際協議会でのキャッチフ

レーズです。これまで PETS、地区研修・協議会ではまさにこのフレーズにあ

るようにクラブの皆さんは議論に参加しいろいろなアイデアを交換していただ

きました。本年度のクラブ運営に生かしていいただきたいと思います。 

 RI 会長のテーマを受けて地区スローガンを「Take Action」とします。行動す

ることはロータリーの合言葉「世界でよいことをしよう！」の基本です。職業奉

仕、社会奉仕、国際奉仕も行動することなしには達成されません。歴代の

RI 会長は行動、実践を奨励しています。ACTION なき VISION は夢にすぎ

ないと。RI 会長のテーマ・VISION を元に計画し、実践しましょう。 

 今年度は「会員増強」を最重点目標に掲げました。RIではゾーンの再編が

進められており、日本は 3 ゾーンから２．５ゾーンへと変更されております。日

本の発言権を得るためには日本からのRI理事が毎年存在することが必要で

す。それぞれの RC の置かれている環境により困難な面も有ると思いますが

是非とも増強目標達成に努力していただきますようお願いします。 地区と

してクラブの活動を支援する目的で新会員へバナーを贈呈いたします。また

ロータリーのポスターを地区内会員の皆様に差し上げ公共イメージ向上、会

員増強に用いて頂けるよう願っています 

 アトランタ国際大会はポリオで始まりポリオで終わるという印象を強くしまし

た。開催前から注目されていましたビル・ゲイツ氏の講演には 2 万人聴衆が

集まり、大変な熱狂の中で行われました。氏はロータリーのポリオ撲滅活動

の歴史に言及しロータリアンの偉大な業績を称賛しました。功労者として日

本の関場慶博（せきばよしひろ）氏もその一人として紹介されました。この日

（6 月 12 日）各国政府によるポリオ撲滅支援の誓約がビル・ゲイツ氏の出席

の中でなされたこともトピックスとして紹介されました。この取り決めには渡辺

元 RI 理事もかかわっています。各国政府代表が壇上で紹介され、ポリオ資

金は総額 12 億ドルになりました。日本からは 5500 万ドルで阿部首相の動

画メッセージが会場で紹介されました。 

 

 もう一人ポリオ大使のジャック・ニクラスが登壇しました。彼は 13 歳の時ポリ

オに感染しましたが、幸いにして大事に至りませんでした。しかし彼から感染

した姉の足に障害残ったようです。「帝王」と呼ばれたゴルフ界の巨人が「ゴル

フはお金にはなったけれど単なるスポーツにすぎない」とポリオ撲滅のようなロ

ータリーの活動と比較し述べたのに聴衆には大きな感動が巻き起こりまし

た。 

 イアンHSライズリーRI会長のテーマを2690地区目標に落とし込みました。

各クラブの実践を期待しています。 

■■■ スマイル ■■■   

佐々木・曽田  

（５クラブ合同例会の開催にあたり、岩永ガバナー補佐、加藤グループ幹事、

小川会長、野村幹事をはじめ、大社ロータリークラブの皆様には大変お

世話になります。平田の会員一同、心より感謝申し上げます。） 

 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■  

 第４グループ ５ロータリークラブ合同例会  

  於） 島根ワイナリー   

 

 

 

 

 

 


